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華
麗
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト

魅
力
満
載
　
美
し
さ
に
う
っ
と
り

　

７
月
30
日
、
南
条
文
化
会
館
で
、
華
麗
な
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
・
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、
宝
く
じ
の
収
益
金
か
ら
助
成
を
受
け

て
行
わ
れ
、
通
常
よ
り
も
安
い
特
別
料
金
で
華
麗
な

舞
台
を
鑑
賞
で
き
る
と
あ
っ
て
、
約
４
０
０
人
が
詰

め
掛
け
ま
し
た
。

　

芸
術
の
都
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

で
活
躍
す
る
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が「
白
鳥
の
湖
」や「
眠

り
の
森
の
美
女
」、「
く
る
み
割
り
人
形
」
な
ど
有
名

古
典
バ
レ
エ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
次
々
と
披
露
。
訪
れ

た
人
た
ち
は
、
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
卓
越
し
た
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
美
し
い
演
技
に
う
っ
と
り
と
見
と
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
演
目
が
終
わ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

南
越
前
町
高
齢
者
交
通
安
全
大
会

交
通
事
故
、
遭
い
ま
せ
ん
。
起
し
ま
せ
ん
。

　

７
月
27
日
、
南
条
地
区
公
民
館
で
、
南
越
前
町
高

齢
者
交
通
安
全
大
会
が
開
か
れ
、
１
１
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
４
月
27
日
に
南
越
前
町

が
「
交
通
死
亡
事
故
非
常
事
態
」
を
宣
言
し
た
こ
と

を
う
け
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
痛
ま
し
い
交
通
事
故
の
発
生
を
防
止
し
よ
う

と
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
南
保
会
長
が
「
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
さ
な
い
」

こ
と
を
宣
言
。
越
前
交
通
安
全
協
会
か
ら
ス
テ
ッ
カ

ー
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、交
通
安
全
講
習
が
行
わ
れ
、

参
加
者
ら
は
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

山

海

里

ま
ち
の

話
題

か
い

さ
ん

り

交
通
安
全
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

交
通
安
全
特
別
ル
ー
ル
で
楽
し
く
プ
レ
ー

　

８
月
１
日
、
交
通
安
全
協
会
南
越
前
町
支
部
南
条

分
会
主
催
の
交
通
安
全
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー
ク
南
条
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
北

コ
ー
ス
で
開
か
れ
、
65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、
交

通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
コ
ー
ス
に
は
、
一
時

停
止
な
ど
の
交
通
安
全
に
ち
な
ん
だ
特
別
ル
ー
ル
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に

見
立
て
た
反
射
材
の
つ
い
た
タ
ス
キ
を
か
け
、
交
通

ル
ー
ル
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

南
条
商
工
天
の
川
フ
ェ
ス
タ

華
や
か
七
夕
飾
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

８
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
南
条
駅
前
で
七
夕
を
テ
ー
マ
に

町
商
工
会
主
催
の
南
条
商
工
天
の
川
フ
ェ
ス
タ
が
開

か
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
流
し
そ
う
め
ん
や
か
き
氷
、
イ
カ
焼

き
な
ど
の
模
擬
店
20
店
余
り
が
出
店
。
高
さ
約
10
ｍ

の
色
鮮
や
か
な
大
七
夕
飾
り
が
、
さ
ら
さ
ら
と
風
に

揺
れ
涼
感
を
演
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
笑
い
を
誘
う
恒
例
の
仮
装
夢
ロ

マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
盆
踊
り
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

日
没
後
に
は
町
内
の
団
体
、
企
業
な
ど
が
工
夫
を

凝
ら
し
飾
り
付
け
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
。

き
れ
い
な
光
で
彩
ら
れ
た
会
場
は
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

魚
と
運
動
会

真
剣
勝
負
！
逃
げ
る
魚
と
追
う
人
間

　

８
月
２
日
、
南
越
前
ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
で
河
野

観
光
協
会
主
催
に
よ
る
魚
と
運
動
会
が
開
か
れ
、
県

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
の
プ
ー
ル
に
放
た
れ
た
の
は
、

タ
イ
・
ア
ジ
・
ツ
バ
ス
な
ど
約
６
０
０
匹
の
魚
た
ち
。

参
加
者
ら
は
、
専
用
の
軍
手
と
網
を
手
に
プ
ー
ル
の

中
を
素
早
く
泳
ぐ
魚
た
ち
を
必
死
で
追
い
か
け
ま
し

た
。
魚
の
数
が
少
な
く
な
る
と
捕
ま
え
る
の
も
一
苦

労
。
見
知
ら
ぬ
参
加
者
同
士
が
、
一
列
に
並
び
魚
を

プ
ー
ル
の
端
に
追
い
込
ん
で
協
力
し
て
捕
ま
え
る
連

携
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
捕
ま
え
た
魚
は
、
ピ

チ
ピ
チ
バ
タ
バ
タ
と
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を

押
し
開
け
る
威
勢
の
良
さ
。
元
気
で
大
き
な
魚
を
捕

ま
え
大
人
も
子
ど
も
も
大
満
足
の
一
日
で
し
た
。

ホ
ノ
ケ
山
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）
工
事
現
場
見
学
会

ト
ン
ネ
ル
工
事
っ
て
す
ご
い

　

８
月
８
日
、ホ
ノ
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
奥
野
々

工
区
工
事
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
、
奥
野
々
、
上
別

所
、
鯖
波
の
３
区
か
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
概
要
や
流
れ
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
の
大
き
な
建
設
機
械
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
い
よ
い
よ
ト
ン
ネ
ル
の
中
へ
。
約
１
３
０
ｍ
掘

り
進
め
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
、
山
に
小
さ
な
穴

を
開
け
、
山
の
状
態
を
調
査
す
る
カ
メ
ラ
で
、
実
際

に
山
の
中
を
見
た
り
、
日
本
に
２
台
し
か
な
い
ロ
ー

ド
ヘ
ッ
ダ
ー
と
い
う
掘
削
機
械
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
「
す
ご
く
大
き
な
機
械
を
使
う
ん
で
す

ね
」、「
貴
重
な
工
事
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
南
条
納
涼
祭

プ
ー
ル
で
熱
戦
…
水
辺
で
祭
り
…
夏
夜
楽
し
く

　

８
月
９
日
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
南
条
納
涼
祭
が

行
わ
れ
、
水
辺
に
涼
を
求
め
る
大
勢
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
周
辺
で
は
、
水
泳

と
長
距
離
走
を
組
み
合
わ
せ
て
合
計
タ
イ
ム
を
競
う

ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
に
11
人
、
一
般
の
部
に
８
人
が
参
加
。
熱
い

戦
い
を
勝
ち
抜
い
た
入
賞
者
は
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
で
き
た
よ
う
で
「
何
も
言
え
ね
ぇ
〜
！
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
に
は
、
焼
き
鳥
な
ど
の

模
擬
店
が
出
店
さ
れ
た
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド

ス
タ
ジ
オ
教
室
の
生
徒
ら
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
南
条
中

学
校
和
太
鼓
部
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

大
き
く
な
っ
て
、河
野
の
海
に
戻
っ
て
お
い
で
！！

　

８
月
10
日
、
河
野
海
水
浴
場
で
河
野
保
育
園
の
園

児
ら
が
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

安
定
し
た
漁
獲
量
を
確
保
す
る
た
め
、
河
野
地
区

栽
培
漁
業
推
進
協
議
会
が
放
流
し
た
稚
魚
は
、
河
野
、

甲
楽
城
、
糠
の
３
箇
所
で
合
計
約
４
万
４
千
匹
。
園

児
ら
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
小
さ
な
ヒ
ラ
メ
を
見
て
、

「
小
さ
く
て
か
わ
い
い
よ
」、「
１
匹
だ
け
変
わ
っ
た

色
を
し
て
い
る
よ
」
と
う
れ
し
そ
う
。
体
長
10
セ
ン

チ
ほ
ど
に
成
長
し
た
稚
魚
を
「
元
気
に
育
っ
て
ね
」、

「
大
き
く
な
っ
た
ら
、
河
野
の
海
に
帰
っ
て
き
て
ね
」

と
バ
ケ
ツ
か
ら
、
そ
っ
と
海
に
放
ち
ま
し
た
。
放
た

れ
た
稚
魚
は
、
２
〜
３
年
ほ
ど
か
け
て
大
き
な
魚
に

成
長
し
ま
す
。


